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	友　利　一　男
	（自治研中央推進委員・中央本部政治政策局長）


17日(金)13：00～17：00　京王プラザホテル札幌　エミネンスホールＡ

	13：00～14：00
	レポート発表

	
	　①　自主レポート：「道立試験研究22機関の一元化・一般型独法化による

　　　　　　　　　　地域への影響・問題・課題」

	
	　　　　　　　　　　北海道本部／全北海道庁労働組合・試験研究評議会　石川　　靖

	
	　②　自主レポート：「広島市の入札制度改革について」

	
	　　　　　　　　　　広島県本部／広島市議会議員　若林　新三

	
	その他

	14：00～14：10
	休　憩

	14：10～15：40
	パネルディスカッション「真の公共サービスとは何か、公共とは何か」

	
	　コーディネーター：菅原　敏夫（(財)地方自治総合研究所研究員）

	
	　パネリスト：広瀬　寛人（富良野市議会議員）

	
	　　　　　　　　　　三木　　茂（全国一般評議会副議長）

	
	　　　　　　　　　　永戸　祐三（日本労働者協同組合（ワーカーズコープ）連合会センター事業団理事長）

	15：40～17：00
	フロアー討議

	17：00
	休　会


18日(土) 9：00～12：00　京王プラザホテル札幌　エミネンスホールＡ

	 9：00～10：20
	レポート発表

	
	　①　自主レポート：「平取町における自治基本条例制定への取り組み」

	
	　　　　　　　　　　北海道本部／平取町職員労働組合

	
	　②　自主レポート：「財政危機を招いた住宅・工業団地事業」

	
	　　　　　　　　　　広島県本部／府中市職員労働組合・組織内議員　小川　敏男

	
	　③　自主レポート：「地域への運動展開を行い、アウトソーシング提案の撤回につながる」

	
	　　　　　　　　　　高知県本部／高知市職員労働組合・清掃分会

	10：20～11：30
	フロアー討議

	
	　　　　　　助言者：菅原　敏夫

	11：30～11：50
	自治研作業委員会「公益法人改革対策プロジェクト」報告

	
	　　　　　　　　　　伊藤　久雄（(社)東京自治研究センター研究員）

	11：50～12：00
	まとめ

	
	　　　　　　　　　　亀﨑　安弘

	
	　　　　　　　　　　友利　一男

	12：00
	閉　会


第Ⅰ－①分科会：市民と公共サービスの協働

	テーマ
	真の公共サービスとは何か、公共とは何か

	特徴的な情勢
	　私たちは、公共サービスと言う時、私たちがサービスの提供者であり、住民が受益者、民間やＮＰＯ、臨時・非常勤などがアウトソース先・受託者という考えに固執しているのではないか。現状では、私たちがこれまでやってきたと自負している公共サービスを、市民や民間やＮＰＯ等も提供している。その事実に向き合い、公共サービスとは何か、公共とは何かの真の意味を認識することで、これからの公共サービスの在り方や、市民などとの協働を通じ地域の公共の力を生み出す方向性、取り組むべき行動も見えてくるのではないか。

　受託者や受託先で働く者の入札等をする側、される側の実態と公正労働のあり方の検証も必要である。

　また、市民とは私たちにとってどういう存在なのか。

　さらには、公務員バッシングが止まない現状から、公務員はなぜ信用をなくしたか。本当に公務員は必要ではないのか、といった核心の議論も避けるべき時代ではないと考える。それらのことにきちんと向き合い、私たちの進む方向性や取り組むべき行動も模索しなければならない。

	主要論点と実践課題
	　求められている公共サービスとは何か。今までの在り方の何を見直すべきか。それらを、公務に働く者（提供者）の視点から、市民（受益者）の視点から、民間企業やＮＰＯなどの団体（受託者）の視点から、臨時・非常勤として働く者（受託者の労働提供者）の視点から、それぞれ公共サービスや公共というものに対しての考え方や実践における課題や問題点と解決方法について、さらには公務員と市民、民間・団体等との連携における利点と問題点、効果と影響について議論を深め、公共サービスの私たちの求めていく方向性を模索する。

	討 論 の 柱
	　公共サービスの存在がゆらぐ今日、そもそも「公共サービス」とは何か。その担い手は誰か。市民生活を支える「公共の役割」をどう支えるかを考える。
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